
196197

出典：『タイムトラベル中大125:1885→2010』第2版。一部修正を施している場合があります。

歴
史
の
中
の
学
員

　

花
井
卓
蔵
は
、
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
九
月
、
英
吉
利
法

律
学
校
創
立
と
同
時
に
入
学
し
、
所
定
の
三
年
間
で
全
科
を
修
了

し
て
卒
業
し
た
生
粋
の
本
学
第
一
期
生
で
あ
る
。
の
ち
に
弁
護
士

と
し
て
「
花
井
の
前
に
花
井
な
く
、
花
井
の
後
に
花
井
な
し
」
と

う
た
わ
れ
た
彼
は
、
す
で
に
在
学
中
か
ら
東
京
の
五
大
法
律
学
校

の
学
生
と
教
師
・
卒
業
生
の
協
力
で
行
わ
れ
て
い
た
連
合
討
論
会

な
ど
を
通
じ
て
「
縦
横
の
快
弁
を
振
っ
て
名
声
を
博
し
、
都
下
幾

千
の
学
生
の
間
に
英
吉
利
法
律
学
校
に
花
井
あ
り
」
と
驚
嘆
さ
れ

て
い
た
と
い
う
。
ま
た
東
京
大
学
法
学
科
の
機
関
誌
で
あ
る
『
法

学
協
会
雑
誌
』
の
編
集
に
江
木
衷
を
補
佐
し
て
携
わ
り
、
あ
る
い

は
卒
業
後
に
は
本
学
機
関
誌
『
法
理
精
華
』
の
編
集
に
従
事
し
、

自
ら
健
筆
も
振
る
っ
て
「
花
井
卓
蔵
の
名
は
実
に
雷ら

い

霆て
い

の
如
く
学

生
間
に
轟
き
渡
っ
て
」
い
た
と
中
央
大
学
学
長
の
原
嘉よ
し

道み
ち

は
花
井

の
逝
去
に
際
し
追
悼
回
想
し
て
い
る
。

　

そ
の
『
法
理
精
華
』
九
〇
年
七
月
十
五
日
号
が
発
行
禁
止
処
分

を
受
け
た
。
江
木
を
初
め
と
す
る
東
京
法
学
院
の
諸
講
師
の
引
き

続
く
民
法
典
批
判
論
文
が
政
府
首
脳
を
刺
激
し
て
い
た
た
め
で
あ

る
が
、
直
接
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
花
井
が
匿
名
で
執
筆
し

た
社
説
「
新
法
典
概
評
」
だ
っ
た
。
花
井
は
翌
年
九
月
、
現
在
も

継
続
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
法
学
新
報
』
創
刊
に
際
し
て
も
、
社
説

「
法
学
新
報
発
行
の
主
趣
」
を
執
筆
し
、格
調
高
く
「
明
法
の
士
、

発
憤
せ
よ
興
起
せ
よ
、
帝
国
法
律
統
一
の
為
に
、
帰き

一い
つ

の
た
め

に
」
と
法
律
家
の
奮
起
と
切せ
っ

磋さ

琢た
く

磨ま

を
促
し
て
い
る
。
こ
の
『
法

学
新
報
』
こ
そ
が
、
穂
積
八
束
の
有
名
な
「
民
法
出
テ
ヽ
忠
孝
亡

フ
」
を
は
じ
め
、
旧
民
法
を
施
行
延
期
に
追
い
込
ん
だ
延
期
派
の

論
陣
の
拠
点
と
な
っ
た
雑
誌
で
あ
り
、
そ
の
中
心
に
は
花
井
が
い

た
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
花
井
は
山
田
喜
之
助
や
渋
谷
慥
爾
の
法
律
事
務
所
で
訴

訟
手
続
き
の
実
際
を
学
び
、
卒
業
後
二
年
に
し
て
代
言
人
試
験
を

通
過
し
た
。
こ
う
し
て
在
野
法
曹
と
し
て
活
動
を
始
め
、
の
ち
に

扱
っ
た
訴
訟
は
一
万
余
件
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
精
力
的
で
あ
っ
た
。

　

一
九
〇
九
年
五
月
、
そ
れ
ま
で
の
功
績
が
評
価
さ
れ
花
井
に
法

出
身
地　

広
島
県
三
原
市

生　

年　

一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
六
月
十
二
日

没　

年　

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
十
二
月
三
日
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花 

井 

卓 

蔵　

わ
が
国
法
曹
界
の
巨
人

学
博
士
の
学
位
が
授
与
さ
れ
た
。
学
位
令
が
定
め
ら
れ
て
以
来
、

実
に
二
一
年
、
帝
国
大
学
出
身
者
以
外
へ
の
初
め
て
の
博
士
号
の

授
与
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
全
学
挙
げ
て
の
祝
賀
会
が
盛

大
に
催
さ
れ
た
が
、
江
木
が
祝
辞
で
、
花
井
の
栄
誉
で
あ
る
と
同

時
に
英
吉
利
法
律
学
校
創
立
以
来
の
本
学
の
発
展
を
象
徴
す
る
出

来
事
と
言
い
、
奥
田
義
人
が
本
学
の
み
な
ら
ず
他
の
官
公
私
立
学

校
に
お
い
て
も
類
例
の
な
い
こ
と
と
そ
の
学
位
授
与
の
意
義
に
注

意
を
喚
起
し
た
通
り
、
ま
さ
に
花
井
は
本
学
を
始
め
と
す
る
私
立

学
校
の
発
展
を
象
徴
す
る
人
物
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

昭
和
初
年
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
『
修
養
全
集
―
立
志
奮

闘
物
語
』
と
い
う
野
口
英
世
や
高
橋
是
清
、橋
本
雅が

邦ほ
う

、ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
ソ
ン
、
フ
ォ
ー
ド
な
ど
国
内
外
・
各
界
の
著
名
人
三
〇
人
ほ

ど
の
立
身
伝
を
挿
絵
入
り
で
大
衆
向
け
に
ま
と
め
た
本
が
あ
る
。

こ
の
本
に
は
並
み
居
る
偉
人
と
並
ん
で
「
我
が
国
法
曹
界
の
巨

人
」
と
題
し
て
花
井
卓
蔵
の
苦
学
物
語
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
一
寒
村
の
小
学
校
教
員
か
ら
身
を
起
こ
し
、
つ
い
に
我
国
法

曹
界
の
権
威
元
老
と
な
っ
た
花
井
卓
蔵
の
名
は
、
す
で
に
有
名
す

ぎ
る
ほ
ど
有
名
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
二
十
歳
に
し
て
弁
護

士
、
三
十
歳
に
し
て
代
議
士
、
更
に
法
学
博
士
、
法
制
審
議
会
副

総
裁
、
貴
族
院
議
員
、
勲
一
等
な
ど
と
い
う
華
々
し
い
経
歴
と
栄

職
を
持
つ
に
至
っ
た
彼
の
今
日
の
成
功
は
、
火
の
如
き
熱
情
と
、

負
け
じ
魂
と
、
不ふ

撓と
う

不ふ

屈く
つ

の
努
力
奮
闘
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
見

の
が
す
事
は
出
来
な
い
」
…
…
こ
う
語
り
は
じ
め
ら
れ
る
花
井
の

物
語
は
「
無
位
無
冠
で
勲
一
等
を
得
た
者
は
花
井
卓
蔵
只
一
人
で

あ
る
が
、
彼
が
法
曹
界
に
貢
献
し
た
功
績
を
思
え
ば
当
然
で
あ

る
、貧
し
き
を
悲
し
む
な
か
れ
、自
が
力
の
至
ら
ざ
る
を
悔
や
め
」

と
締
め
く
く
る
こ
の
『
修
養
全
集
』
は
、
本
学
あ
る
い
は
法
曹
界

の
象
徴
に
止
ま
ら
ず
、
ま
さ
に
模
範
的
な
人
間
像
と
し
て
人
々
に

花
井
の
人
物
像
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

法服姿の花井卓蔵


